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ェ ・ はじめに 

我国において、 産業技術が撲和し、 しかも技術や 技能の伝承が 社会的背景によ 

り 困難になっている。 今までは欧米の 科学技術という 鏡があ り、 我国の技術者や 
研究者は見る 対象があ った。 今、 この鏡がなくなり、 無限の暗黒の 宇宙しか見え 

ない状態になっている。 ここで光を見つけるためには、 技術者・研究者の 創造的 

科学能力の必要性が 問われている。 

研究開発型企業を 起こし、 1 5 年間、 研究開発や技術開発を 行った事例の 根底 

にあ るアイデアから 技術へ、 技術から事業へ 展開した考え 方を報告させていただ 
きたい。 

2 . 産業構造の変化と 技術の陳腐化 
昭和 5  6 年よりも前、 円高をきっかけ 。 。 ル "" 。 """ 接窩用 。 " 持 " 宙珪 " 。 。 "" 。 " け 。 接 "" 。 """" 。 

として日本の 産業構造が変わり 始めた。 

図一 1 には、 企業の規模、 企業の大きさ、 

これを横軸に 取り、 企業の技術の 水準を 

縦軸に取ると、 技術水準が高くて 企業 規 

模 が大きい、 これが い わゆる大企業、 A 

グループであ り、 この大企業にたくさん 

の 企業規模が小さくて 技術水準が低 い中 

小企業または 下請けを D グループの企業 

が 結びついて、 産業構造が成り 立ってき 

た 。 ところが、 昭和 5 6 年頃 から円高を 
きっかけとして、 この A グループが海覚 
で 生産しようとし、 今までの D グループ 
の 企業を切り離しにかかった。 「お双 6 

勝手に生きる 道を探しなさい」 というよ 

うな形で。 そこで通産省の 中小企業庁は 
D グループにおける 接噺 胡兵 と 神丘 宙珪 B グル - プ における枝折 H 娃と特杵 Ⅰ 珪 

その対策として、 昭和 5 7 年、 技術交流 図一 1  金葉規模・技術水準則今案の 技術的発と 我憶 

ブラザ支援事業というものを 行った o D グループ企業で、 いままで培ってきた 技 

術 をうまくまとめて、 この技術水準をあ げてやろうじゃないかということで、 さ 

らに昭和 5 8 年、 異業種交流支援事業に 発展し、 企業規模は小さいけれども 技術 

水準が高いというような 企業が生まれ 始めた。 このような経過で 日本の産業界の 
中で、 C グループ企業が 数多く生まれた。 一方、 A グループの大企業の 方は 、 新 

規 事業をやらないといけない、 新しい分野をやらないといけないと 考えて、 B ク ・ 
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ループ企業が 出てきたわけであ る。 このような経過で A 一 D という 2 局構造が、 

昭和 5 6 年をきっかけとして、 A, B , C , D という 4 局構造になり、 産業構造 
が 変化しはじめた。 一見、 安定するかに 見えたこの 4 局構造だが、 不安定な現象 
が起こった。 

30 

図一 2 に示すよ う に、 横軸に 
20 

大学の卒業年度を、 縦軸に大学 在 名 15 
あ るいは大学院で 習った知識が       

全然役に立たなくなる 年数を表 
  

          10 
している。 そうすると、 私は     
1 9 6 6 年卒業し、 その知謀が 

  
  - 一 一一 

  

陳腐化するには 1 5 ～ 6 年ぐら 
  

いであ る。 ところが、 今大学を 
Ⅰ 940 

' 。 。 " 。 使 。 

(isars@ssato@ac@a@> 

。 。 " 暇 " 
。 屈 。 '"" 弗 。 

牡 。 " 。 "" 沌 ' 

Ⅰ 9 60 1 980 2000 

卒業する人たちが 習った知識は、 卒 業 年 度 

数年しかもたない。 だから、 研 
図一 2  技術の時代退れになる 年数の枝子 

発音・技術者たちは、 企業の中 

に 入ってどうやって 自分の知 譲る リフレッシュして い くか、 あ るいは、 もはや 知 

識 だけでは限度があ り、 知恵をど う俺 かすかということを 求めざるを得なくなっ 

ている。 

3 . 消丑 革命と企業システム 変革 

平成元年～ 2 年頃 、 大企業の研究所の 所長の方々が 集まってお互いに 情報交換 
をする研究会があ った。 その研究会より 「大企業の研究開発のやり 方はよく議論 

しています。 ところが、 中小企業がどうやって 研究開発をしているのか、 話をし 

てくれないか。 」 と言われ、 その研究会で 話をした。 その時に、 あ る A 社の総合 
研究所の所長が、 「実は 、 私ども非常に 困っております。 昔は私どもが 開発した 

商品は大量に 売れた。 開発費を得てまた 次の開発をやりなさいということで、 ど 

んどんやっていました。 ところが、 最近、 私どもが非常に 高 い 技術のレベルを 用 

いて開発した 商品が 1 0 0 0 個とか、 2 0 0 0 個しか売れない。 全然採算が取れ 
ない。 企業の研究所の 私ども所長クラスが 何を開発して い いのかわからないよう 
になっています。 」 と話された。 技術開発の方向性を 研究所の管理者の 人達が見 
失ってきた。 

その数日後、 リクルート関連の 方が私のところへ 来て、 大手企業の 2 9 歳以下 

の技術者の 6 0 % の人がリクルートに 転職希望を出している。 その転職希望の 理 

由は 、 企業の中で何をして い いか分からない。 技術者自体が 科学技術の激しい 変 

化の中、 方向性を見失い、 何をしてい いか 分からない状況の 中にいろ。 

また、 自動車産業や 家電産業のような 大量生産を基軸にした 企業の様子が 何か 

変だという現象が 出始めた。 その根底には、 消費者意識の 大きな変革が 起こって 

いるのでほなかろうか。 今まで生産者が 一番偉い、 生産者が物を 作って消費者に 
      う
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図一 3 に示すように、 日本経済をここまで 支えてきたやり 方としては、 企業は 
消会者を画一的に 考えて、 日本の国民は 自前車が欲しいだろう、 クーラーが欲し 
ぃ だろう、 テレビが欲し 

い だろうというマーケッ 
@WUVtmtt*.   

ティンバリサーチをし、   

大豆生産する。 そして、 
臣 ホット 化 

  

その大量生産するときに、 
  

マスプロダクシ ニン " 転 " 爪 "   

生産性の向上のため、 ロ 
撰 

苦 。 幕 ' 袋 " 且   

ボット化して 企業 規 杖を   ( マニュア M@f め   
      

どんどん拡大していった。 

それで、 企業が無意識に 2. マニュアルの 宜 

求めた人材は、 記億能 ； 

はよくて、 マニュアルを 
    旗 甘   

覚えてうまく 逆用できる 図一 3  20 世 配 までの企業指向 

人材や技術者を 求めてい 

った。 だから、 不連続思考で 発想する人間はどんどん「お 前何を いう のか」とい 
うような形で 排除してしまった。 このような社会風潮は 教育体制をも 変えていっ 

た 。 大量生産で作られた 品物は、 たくさん売るためには、 代理店のシステムの 構 

築 、 テレビ等の宣伝で 一般消費者の 方にどんどんどんどん 大豆に品物を 売りつけ 
ていった。 このシステムが 大きく変わっているのではないか。 

図一 4 に示す よう に 、 マスメ @ -L よる知成 

もう消費者は 品物は十分 " 。 " 。 。 牽 モノプロダク 

に 手に入った。 今の若者 矢代 へ       
何人   

  

に 「あ なたはお金以外に 
  
    

  価六   
何か生活のために 欲しい           

物 はあ りますか」と 聞い " 
  
        仁人   

たら、 9 0 %0 以上の者は、 ォ 
  

                                @-@W@Wt   

すぐに何が欲しいと 言え 
  ⅡⅡ 八 Ⅴ 

  

ない。 消費者が物に 対し     
    

て 十分満足し、 それより :; ぢ弩 73 を 舞 毒針。 教育 

も 私は人と違ってこうい   
う 物が欲しいとか、 こう 

図一 4  2 m 世紀からの企業指向 
い う工夫をしてもらいた 

いということを 企業に求めだした。 すな ね ち、 消費者がそれぞれ 個人としての 個 

性化に伴って、 個人のライフスタイルを 作ろうとしだした。 こういうふうな 消費 
者の動向を企業が 受け入れざるを 得なくなった。 そのためにニーズの 多様化とか、 
C S とかいう問題が 出たのは、 その当時であ った。 

この消費者の 意識変革に伴う 社会システムの 変化を消費革命と 考えることが 出 

来る。 産業革命では、 物を作って人に 売り渡す、 だから品質が 良くて、 安い物を 
作る必要があ った。 日本でその手法やシステムが 完成され、 経済大国になった。 
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ここで、 生産経済から 消 典経済に変わりだした。 消費者の価値観が 変わる中で、 

企業はそのシステム 自体の大変革にさらされ 始めている。 

企業が今から 必要とする技術者は、 創造 カ とか、 技術 甘 合力を持った 人達であ 

る。 原理原則から 考えられる思考力を 持った、 それから感性 豊 かな人材が欲しい 
のであ る。 今まで記憶能力が 良くて、 マニュアルをちゃんと 覚えて、 器用に運用 
できる、 そういう技術者から、 新しいタイブの 技術者を求めだした。 これはもは 

や 初等教育界においては、 それを察知しはじめ、 創造力豊かな 子供に育てましょ 

うとか、 基礎から考えられる 子供に育てましょうとか、 悪性豊かな子供に 育てま 

しょうと言われている。 

消且 革命の中で、 企業というものは 大きな変革をしないといけない。 一 つ には、 

技術開発、 商品開発手法の 合理化をやっていこうと。 これには中小企業との 連携 

をうまくやっていこ う 。 大企業の研究開発のスビードは 、 世の中の変化スピード 

に比べ遅いし、 研究開発に対する 成功率は低いとよく 言われている。 これをどう 

するかという 問題があ る。 

二つには、 企業システムの 合理化、 今までの企業システムでい い だろうか。 例 

えば、 販売においては 代理店、 販売店をネットワークで 作ると、 これは大里 に 売 

れる場合には 役に立つが、 果たしてこれでいいのだろうか。 あ るいは、 ピラミッ 

ド 方式の内部組織、 本当にこれでかいのだろうか。 あ るいは、 給与システム、 こ 

れは本当にい い のだろうか。 給与をあ げて い く以上は、 生産をあ げないと い け な 

いというような 問題にもぶつかる。 それから、 省 品種化、 業界の再 緩 成の必要性 
等 が起こり、 中小企業といえどもこの 変革に対して、 対応を取らなければいけな 

いということで、 企業システム 自体を変革していった。 給与システムだけ 変えよ 

うとする企業はあ るが、 あ くまでも組織体制、 それから評価システム、 それから 

給与システムが 連動しないと 企業システム 変革はうまくいかない。 企業システム 
が 変革された中で、 新しいアイデアをどんどん 生み出していって、 商品や技術の 
開発力を非常に 高めることが、 今後大事になってくるのではないだろうかと 思、 っ 

ている。 

図一 5  に示すように、 今、 平成元年後半 

我国では、 この消費革命とい 

うまっ黒な竜巻が 吹き荒れて 

いる。 この竜巻が去った 後、 

日本の新しい 創造能力を持っ 

た 産業が生まれると 考えて ぃ 

る 。 そのためには、 各企業が 

独自の企業システム、 さらに 

は 我国の教育システムの 再考 

が 重要になる。 
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4 . ア イデアからの 変換技術 
マーケッティンバ 戦略とは、 市場 廿 Ⅰの広さ． コ、 Ⅰ                         

調査だけを考える 場合があ る。 しか   
し 、 マーケッティンバ 戦略はアイデ 
ア から技術へ、 技 ・術から金へ 変換す 

る 1 つ め ドラマ作りであ る。 

新しい技術開発・ 商品開発をする 
場合、 人が喜び、 さらに企業に ブイ 

一 ドバックがあ るように、 ドラマを 

作る能力が問われる。 このドラマ 作 

りに多大な時間をかけることなく、 

短時間で行 う ためには、 その技術者・ 

研究者のヒューマンネッ トワーク と 

自然現象との 対話能力が重要と 思わ 

れる。 図一 6 には、 アイデアからの   
ドラマ作りのフローを 示している。 

開発計画を思いついた 時点でこの 流 回 
れが完結している 場合、 その成功率 

  
は 向上すると考えている。 図一 6  マーケッティンバ 戦略 

例 をあ げれば、 昭和 5 7 年より 6 0 年にかけて開発した 知能を持った 水中ロボ 
ット の開発であ る。 これはアイデアから 製品開発の段階までしか 考えておらず、 

技術ポテンシャルは 上がったけれども 商品は売れない 結果となった。 

昭和 5 9 年より 6 0 年かけての省エネプロペラの 開発は、 上記の反省に 立ち、 

開発着想時点でドラマ 作り、 つまり流れを 完結させた結果、 プロペラの省エネル 

ギ一 装置では世界で 最も多い 2 3 0 隻の実 船 に採用されている。 ( 写真一 1 ) 

平成元年より 2 年にかけて、 流水リハビリ 装置の開発は、 ドラマの流れを 完結 

させ行われた。 時代の背景もあ り大きく展開している。 ( 写真一 2 ) 

写真一 1  省エネプロペラ (P.B.C,F.) 写 文一 2  流水リハビリ 装仮 ( フ叶 ミル ) 
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これ以外にもたくさんあ るが、 いずれもエンドユーザーを 巻き込んだヒューマ 

ンネットワークの 重要性が指摘される。 

新しい技術開発や 商品開発では、 

( 1 ) 従来の異分野既存技術を 組合せ 、 新しい技術を 創生する。 

( 2 ) 非常識を世の 中の認知を受け、 新しい技術を 創生する。 

この 2 つの方法があ ると考えられ、 中小企業では 前者が比較的安全で、 短時間で 
行 う ことが出来るが、 後者は開発年数が 約 1 0 年ほど必要であ ると思っている。 

5 . 創造的科学能力の 向上方法 
社会生活や資料収集の 便利さを追求するあ まり、 技術者の創造的能力を 疎覚し 

ている傾向があ る。 次世代の産業・ 科学技術を作るためにほ 、 自らが自然現象の 

中で創造能力を 向上する必要があ る。 社会的ストレスや 科学技術のストレスに よ 

り 、 人間の免疫機能が 低下することが 科学的に証明されている。 

技術者や研究者からストレスをどう 除去するか企業内部で 真剣に考える 必要が 

あ る。 今、 応急的に体表面の 水の流れにより 瞑想状態に入ることで、 研究者・ 技 

術者の創造能力を 向上する研究がなされはじめている。 いずれにしても、 日本社 

会全体で創造 桂を発持 できる社会のシステム ( 教育システムを 含む ) の 窩築が重 

要 であ る。 
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